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『
古
今
集
』
の
古
風
歌
群
と
新
風
歌
群
宇
　
佐
　
美
　
昭
　
徳
［
＝
　
序
　
『
古
今
集
』
二
十
巻
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
「
四
季
の
歌
」
六
巻
に
始
ま
る
前
半
十
巻
と
、
「
恋
歌
」
五
巻
に
始
ま
る
後
半
十
巻
と
が
対
応
関
係
に
あ
る
と
い
う
見
方
が
定
着
し
て
い
る
。
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
後
半
部
分
で
あ
る
。
後
半
十
巻
を
見
る
と
、
最
後
の
二
巻
は
い
ず
れ
も
特
殊
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
巻
十
九
は
長
歌
・
旋
頭
歌
・
誹
譜
歌
を
収
め
た
「
雑
躰
」
と
称
す
る
巻
、
巻
二
十
は
歌
謡
を
収
め
て
い
る
。
両
巻
を
別
扱
い
す
る
と
、
残
る
入
巻
は
恋
歌
・
哀
傷
歌
・
雑
歌
の
三
部
立
で
あ
る
。
こ
の
三
部
立
は
次
に
示
す
よ
う
に
万
葉
集
の
三
大
部
立
と
対
応
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
　
［
古
今
集
］
　
　
　
　
　
　
［
万
葉
集
］
　
　
恋
歌
　
　
　
　
　
　
　
相
聞
　
　
哀
傷
歌
　
　
　
　
　
　
挽
歌
　
　
雑
歌
　
　
　
　
　
　
　
雑
歌
対
応
す
る
部
立
を
｝
組
ず
つ
と
り
あ
げ
、
古
今
集
の
歌
と
万
葉
集
の
歌
と
を
対
照
し
て
み
る
と
、
古
今
集
の
三
部
立
は
い
ず
れ
も
次
の
二
つ
の
種
類
の
歌
に
よ
り
全
体
が
二
分
さ
れ
て
い
る
。
　
［
一
］
　
万
葉
集
の
歌
の
典
型
を
継
承
し
た
歌
　
［
二
］
　
古
今
集
に
特
有
な
歌
［一
n
と
［
二
］
の
区
別
は
詠
作
年
代
の
新
旧
で
は
な
い
。
万
葉
集
の
歌
の
典
型
を
継
承
し
た
歌
群
で
あ
る
か
否
か
の
違
い
で
あ
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
。
こ
う
し
た
構
成
は
前
半
十
巻
に
は
な
く
、
後
半
三
部
立
だ
け
に
み
ら
れ
る
。
古
今
集
の
後
半
三
部
立
が
仮
に
万
葉
集
の
三
大
部
立
を
念
頭
に
置
い
た
部
立
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
収
録
す
る
歌
が
万
葉
集
の
歌
の
典
型
を
継
承
し
て
い
る
歌
か
否
か
は
撰
者
に
と
っ
て
軽
視
で
き
な
い
問
題
と
思
わ
れ
る
。
　
本
稿
は
前
述
の
「
二
歌
群
が
対
峙
す
る
構
造
」
に
着
目
し
、
古
今
集
特
有
の
歌
群
の
も
つ
意
義
を
見
出
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
万
葉
の
典
型
を
継
承
し
た
歌
群
を
「
古
風
歌
群
」
、
古
今
集
特
有
の
歌
群
を
「
新
風
歌
群
」
と
呼
ぷ
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
際
注
目
す
る
の
は
古
今
集
の
各
部
一41一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓
立
内
の
歌
群
構
成
で
あ
る
。
従
来
の
構
造
論
と
し
て
松
田
武
夫
氏
、
並
び
　
　
　
　
（
2
）
に
久
曾
神
昇
氏
の
説
を
必
要
に
応
じ
て
参
照
し
た
い
。
な
お
、
以
下
本
稿
が
述
べ
る
こ
と
は
従
来
の
構
造
論
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
部
立
の
配
列
順
に
従
っ
て
「
恋
歌
」
か
ら
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
群
の
数
は
三
つ
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
群
は
冒
頭
で
述
べ
た
「
古
風
歌
群
」
と
「
新
風
歌
群
」
と
に
分
か
れ
る
こ
と
、
こ
の
二
点
で
あ
る
。
以
下
、
三
つ
の
歌
群
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
三
歌
群
を
A
歌
群
・
B
歌
群
・
C
歌
群
と
し
て
お
く
。
［
二
］
　
「
恋
歌
」
の
古
風
歌
群
と
新
風
歌
群
　
「
恋
歌
」
三
六
〇
首
は
恋
歌
一
か
ら
恋
歌
五
ま
で
五
巻
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
「
恋
歌
」
の
構
造
に
関
し
て
は
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
恋
愛
の
進
展
に
沿
っ
た
」
編
集
方
針
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
「
恋
愛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
の
進
展
に
沿
っ
た
」
編
集
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
恋
歌
の
中
に
は
恋
愛
の
進
展
に
則
し
て
と
ら
え
る
こ
と
の
不
可
能
な
歌
が
多
い
。
具
体
的
に
は
後
述
す
る
。
五
巻
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
歌
の
配
列
を
み
る
と
、
中
央
に
位
置
す
る
「
恋
歌
三
」
の
構
成
が
際
立
っ
て
緻
密
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
久
曾
神
氏
の
分
類
に
よ
り
概
観
し
て
み
る
と
、
恋
歌
三
に
至
っ
て
恋
が
成
就
す
る
と
い
う
編
集
方
針
の
も
と
に
、
巻
頭
か
ら
「
通
ふ
恋
・
行
っ
て
会
は
ぬ
恋
・
会
ふ
恋
・
会
っ
た
夜
の
明
方
・
後
朝
の
恋
・
顕
は
れ
る
恋
・
知
ら
れ
る
恋
・
名
の
立
つ
恋
（
一
部
省
略
）
」
と
い
っ
た
構
成
で
あ
る
。
恋
歌
五
巻
は
こ
の
巻
を
中
央
に
据
え
、
前
の
部
分
（
恋
歌
一
・
恋
歌
二
）
に
恋
の
成
就
「
以
前
」
の
歌
、
後
の
部
分
（
恋
歌
四
・
恋
歌
五
）
に
恋
の
成
就
「
以
後
」
の
歌
と
い
う
対
照
的
な
枠
組
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
対
照
的
な
枠
組
で
峻
別
さ
れ
た
二
巻
ず
つ
計
四
巻
に
は
主
題
の
類
似
す
る
歌
が
多
く
、
幾
つ
か
の
大
歌
群
が
形
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
私
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
＞
は
次
の
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
四
巻
の
歌
々
が
形
成
す
る
大
歌
［
A
歌
群
］
　
九
三
首
娚
　
駿
河
な
る
田
子
の
浦
波
た
た
ぬ
日
は
あ
れ
ど
も
看
を
恋
ひ
ぬ
日
は
　
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
恋
一
・
読
人
知
ら
ず
］
鵬
　
秋
の
野
に
乱
れ
て
咲
け
る
花
の
色
の
千
種
に
物
を
思
ふ
こ
ろ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
恋
二
・
貫
之
］
一
首
目
は
恋
情
の
激
し
さ
を
「
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し
」
と
う
た
っ
た
歌
、
二
首
目
も
物
思
い
の
激
し
さ
を
「
千
種
に
物
を
思
ふ
」
と
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
主
題
は
「
恋
の
懊
悩
」
そ
の
も
の
に
あ
る
。
右
に
類
す
る
歌
は
こ
と
ご
と
く
恋
歌
一
・
恋
歌
二
の
両
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
配
列
箇
所
か
ら
判
断
す
る
と
恋
の
成
就
「
以
前
」
の
恋
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
「
恋
の
懊
悩
」
だ
け
を
表
白
し
た
こ
れ
ら
の
歌
々
は
、
恋
の
成
就
「
以
後
」
に
お
い
て
も
詠
ま
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
先
程
、
恋
歌
全
巻
の
構
造
に
関
し
て
「
恋
愛
の
進
展
に
沿
っ
た
」
編
集
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
と
述
べ
た
最
大
の
理
由
は
A
に
該
当
す
る
歌
九
三
首
の
存
在
に
あ
る
。
［
B
歌
群
］
　
二
八
首
硲
　
陸
奥
の
安
積
の
沼
の
花
か
つ
み
か
つ
見
る
人
に
恋
ひ
や
わ
た
ら
む
一42一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
恋
四
・
読
人
知
ら
ず
］
粥
　
あ
ひ
み
ず
は
恋
し
き
こ
と
も
な
か
ら
ま
し
音
に
ぞ
人
を
聞
く
べ
か
　
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
恋
四
・
読
人
知
ら
ず
］
一
首
目
・
二
首
目
と
も
に
「
恋
の
懊
悩
」
そ
の
も
の
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
点
に
お
い
て
は
A
歌
群
と
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
恋
の
成
就
し
た
後
の
歌
で
あ
る
こ
と
の
明
ら
か
な
歌
で
あ
る
。
撰
者
は
こ
れ
ら
の
歌
を
A
歌
群
と
区
別
し
、
「
恋
歌
四
」
の
前
半
に
集
め
て
い
る
。
［
C
歌
群
］
　
九
七
首
窟
　
色
見
え
で
移
ろ
ふ
も
の
は
世
の
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
恋
五
・
小
町
］
隅
　
我
の
み
や
世
を
う
ぐ
ひ
す
と
な
き
わ
び
む
人
の
心
の
花
と
散
り
な
　
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
［
恋
五
・
読
人
知
ら
ず
］
一
首
目
は
相
手
の
不
実
を
嘆
く
歌
、
二
首
目
も
同
様
の
歌
で
、
い
ず
れ
も
恋
の
破
局
に
お
け
る
「
憂
い
・
嘆
き
」
を
う
た
っ
た
歌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
恋
歌
と
し
て
分
類
さ
れ
て
は
い
る
が
、
主
題
は
恋
情
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
我
が
身
の
「
憂
い
・
嘆
き
」
に
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
A
歌
群
・
B
歌
群
と
は
異
な
る
。
C
歌
群
九
七
首
は
「
恋
歌
四
」
の
後
半
か
ら
恋
歌
の
最
終
巻
「
恋
歌
五
」
ま
で
の
間
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
A
・
B
・
C
三
歌
群
の
歌
は
A
口
計
す
る
と
恋
歌
全
体
の
六
割
を
も
占
め
、
部
立
の
基
本
構
造
を
決
定
し
て
い
る
。
こ
の
三
歌
群
そ
れ
ぞ
れ
を
万
葉
集
の
歌
々
と
対
照
し
て
み
た
結
果
、
主
題
が
「
恋
の
懊
悩
」
そ
の
も
の
に
あ
る
A
歌
群
・
B
歌
群
は
万
葉
の
典
型
を
継
承
し
た
歌
々
（
古
風
歌
群
）
、
こ
れ
に
対
し
て
主
題
が
我
が
身
の
「
憂
い
・
嘆
き
」
に
あ
る
C
歌
群
は
古
今
集
特
有
の
歌
々
（
新
風
歌
群
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
以
上
が
三
歌
群
に
関
す
る
概
要
で
あ
る
。
　
前
回
の
調
査
で
は
、
古
今
集
恋
歌
と
殊
に
関
連
の
深
い
万
葉
集
の
歌
と
し
て
「
作
者
未
詳
歌
群
」
四
巻
（
巻
七
・
十
・
十
一
・
十
二
）
を
取
り
上
げ
た
。
今
回
「
作
者
名
明
記
の
歌
」
を
も
対
象
に
加
え
、
改
め
て
具
体
的
数
字
を
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
今
回
は
、
大
歌
群
を
も
た
な
い
唯
一
の
巻
、
恋
歌
三
に
つ
い
て
も
万
葉
の
典
型
を
継
承
し
た
歌
々
で
あ
る
か
否
か
を
把
握
し
、
恋
歌
全
体
を
見
渡
し
て
み
た
い
。
恋
歌
三
の
歌
々
を
主
題
別
に
み
る
と
、
計
六
一
首
の
う
ち
五
六
首
ま
で
が
次
の
六
種
の
い
ず
れ
か
に
属
す
。
654321
妻
問
い
逢
瀬
後
朝
恋
の
成
就
以
前
の
浮
名
恋
の
成
就
以
後
の
浮
名
恋
の
成
就
以
後
の
人
目
・
人
言
恋
歌
三
に
つ
い
て
は
右
六
種
の
歌
に
関
し
て
万
葉
集
の
歌
と
対
照
し
て
み
た
い
。
古
今
集
「
恋
歌
」
に
対
応
す
る
万
葉
集
の
部
立
は
「
相
聞
」
で
あ
る
。
万
葉
集
の
各
巻
の
中
で
相
聞
を
有
す
る
巻
は
計
九
巻
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
巻
全
体
が
相
聞
か
ら
な
る
巻
は
次
の
三
巻
で
あ
る
。
　
　
巻
四
…
…
…
三
〇
九
首
　
　
巻
十
一
…
…
四
九
〇
首
一43一
　
　
巻
十
二
…
…
三
入
○
首
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
歌
数
は
国
歌
大
観
に
基
づ
い
た
。
右
三
巻
の
歌
を
合
計
す
る
と
万
葉
集
の
相
聞
全
体
の
七
割
近
く
を
占
め
る
。
巻
四
は
「
作
者
名
明
記
の
歌
」
を
集
め
た
巻
、
一
方
、
巻
十
一
と
巻
十
二
の
両
巻
は
目
録
に
「
古
今
相
聞
往
来
歌
」
類
之
上
・
類
之
下
と
あ
り
、
「
作
者
未
詳
歌
群
」
の
相
聞
を
集
大
成
し
た
巻
々
で
あ
る
。
そ
こ
で
右
三
巻
の
歌
、
総
数
一
一
七
九
首
を
調
査
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
前
述
の
A
・
B
・
C
三
歌
群
及
び
恋
歌
三
（
六
種
の
歌
）
に
該
当
す
る
万
葉
歌
の
数
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
場
合
歌
の
解
釈
の
仕
方
で
歌
数
が
変
わ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
異
な
り
は
僅
か
と
思
わ
れ
る
。
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。　
　
恋
歌
一
・
二
…
…
…
…
A
歌
群
［
二
五
入
首
］
　
　
恋
歌
三
…
…
…
…
六
種
類
の
歌
［
一
七
六
首
］
　
　
恋
歌
四
前
半
…
…
…
…
B
歌
群
［
一
四
入
首
］
　
　
恋
歌
四
後
半
・
五
…
…
C
歌
群
［
　
二
七
首
］
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
群
に
該
当
す
る
万
葉
歌
の
数
を
見
る
と
、
C
歌
群
だ
け
が
極
端
に
少
な
い
。
順
に
見
て
み
る
と
、
A
歌
群
で
は
五
首
に
｝
首
の
割
合
で
万
葉
集
に
同
類
の
歌
を
見
出
だ
す
。
次
の
恋
歌
三
（
六
種
の
歌
）
で
は
七
首
に
一
首
の
割
合
、
B
歌
群
で
は
入
首
に
一
首
と
、
い
ず
れ
も
万
葉
集
に
頻
繁
に
見
出
だ
さ
れ
る
。
万
葉
以
来
の
歌
群
（
古
風
歌
群
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
C
歌
群
の
場
合
四
三
首
に
一
首
と
い
う
極
め
て
低
い
割
A
ロ
で
あ
る
。
古
今
集
特
有
の
歌
群
（
新
風
歌
群
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
結
果
は
、
相
聞
以
外
の
部
立
に
お
け
る
恋
歌
、
す
な
わ
ち
讐
喩
歌
、
及
び
雑
歌
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
恋
歌
を
含
め
て
み
て
も
変
わ
り
は
な
い
。
さ
て
、
古
風
歌
群
・
新
風
歌
群
そ
れ
ぞ
れ
が
配
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
注
目
し
て
み
た
い
。
古
風
歌
群
を
収
め
た
巻
は
恋
歌
一
・
二
・
三
と
、
四
の
前
半
で
、
部
立
の
前
の
部
分
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
新
風
歌
群
を
収
め
た
巻
は
恋
歌
四
の
後
半
と
恋
歌
五
で
、
後
の
部
分
を
占
め
て
い
る
。
古
風
歌
群
と
新
風
歌
群
と
が
前
後
二
分
し
て
い
る
。
古
風
歌
群
は
「
恋
情
の
表
白
」
を
旨
と
し
た
歌
々
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
新
風
歌
群
は
、
総
じ
て
主
題
が
「
憂
い
・
嘆
き
」
に
あ
る
。
両
歌
群
の
間
に
は
本
質
的
な
異
な
り
が
認
め
ら
れ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
恋
歌
は
万
葉
の
典
型
を
継
承
し
た
歌
々
と
古
今
集
特
有
の
歌
群
と
が
前
後
二
分
し
た
形
で
対
峙
し
て
い
る
。
［
三
］
　
「
哀
傷
歌
」
の
古
風
歌
群
と
新
風
歌
群
　
「
哀
傷
歌
」
計
三
四
首
の
構
成
を
み
る
と
、
そ
の
基
本
構
造
は
単
純
で
あ
る
。
巻
頭
か
ら
の
二
八
首
が
「
他
人
の
死
」
に
関
す
る
歌
、
巻
末
の
六
首
が
「
自
己
の
死
」
に
関
す
る
歌
、
こ
の
二
つ
の
歌
群
が
構
造
の
基
本
を
な
し
て
い
る
。
「
他
人
の
死
」
に
関
す
る
歌
群
か
ら
み
て
み
た
い
。
　
　
　
妹
の
身
ま
か
り
に
け
る
時
よ
み
け
る
謝
　
泣
く
涙
雨
と
降
ら
な
む
渡
り
川
水
ま
さ
り
な
ば
帰
り
来
る
が
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
篁
］
　
　
　
前
太
政
大
臣
を
白
川
の
あ
た
り
に
送
り
け
る
夜
よ
め
る
蹴
　
血
の
涙
落
ち
て
ぞ
た
ぎ
つ
白
川
は
君
が
世
ま
で
の
名
に
こ
そ
あ
り
け
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
素
性
］
一44一
い
ず
れ
も
親
近
者
の
死
を
悼
む
歌
で
あ
る
。
他
人
の
死
に
関
す
る
歌
に
は
死
別
を
悲
し
む
人
へ
の
弔
問
と
し
て
詠
ん
だ
歌
も
あ
る
が
そ
の
数
は
僅
か
二
首
で
、
他
は
す
べ
て
親
近
者
の
死
を
悼
む
歌
々
で
あ
る
。
次
に
「
自
己
の
死
」
に
関
す
る
歌
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
　
　
　
身
ま
か
り
な
む
と
て
よ
め
る
謝
　
露
を
な
ど
あ
だ
な
る
も
の
と
思
ひ
け
む
わ
が
身
も
草
に
置
か
ぬ
ば
　
か
り
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
惟
幹
］
　
　
　
病
し
て
弱
く
な
り
に
け
る
時
よ
め
る
㎝
　
つ
ひ
に
ゆ
く
道
と
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど
昨
日
今
日
と
は
思
は
ざ
　
り
し
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
業
平
］
「
辞
世
」
の
歌
で
あ
る
。
「
自
己
の
死
」
に
関
す
る
歌
六
首
は
す
べ
て
が
辞
世
の
歌
で
あ
る
。
歌
数
は
少
な
い
が
哀
傷
歌
全
体
の
一
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
「
他
人
の
死
」
を
詠
ん
だ
歌
々
と
並
び
一
つ
の
歌
群
を
な
し
て
い
る
。
以
上
の
二
歌
群
を
万
葉
集
の
歌
々
と
比
較
し
て
み
た
い
。
　
古
今
集
「
哀
傷
歌
」
に
対
応
す
る
万
葉
集
の
部
立
は
「
挽
歌
」
で
あ
る
。
『
万
葉
集
講
座
』
（
春
陽
堂
）
第
六
巻
所
収
、
竹
内
金
治
郎
氏
の
「
万
葉
集
挽
歌
一
覧
表
」
に
基
づ
い
て
万
葉
集
全
巻
の
挽
歌
の
詳
細
を
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
（
一
）
親
近
者
　
　
［
二
一
二
首
〕
　
　
（
二
）
行
路
死
人
［
　
｝
七
首
］
　
　
（
三
）
伝
説
　
　
　
［
　
＝
二
首
］
　
　
（
四
）
弔
慰
　
　
　
［
　
　
三
首
］
　
　
（
五
）
辞
世
　
　
　
［
　
一
一
首
］
　
　
（
山
ハ
）
　
準
挽
歌
　
　
［
　
　
七
首
］
　
　
　
　
合
計
　
　
　
二
六
三
首
圧
倒
的
に
多
い
の
は
親
近
者
の
死
を
悼
む
歌
で
、
古
今
集
「
哀
傷
歌
」
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
古
今
集
「
哀
傷
歌
」
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
歌
群
「
辞
世
」
に
注
目
し
て
み
る
と
、
十
一
首
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
十
一
首
は
九
首
ま
で
が
代
作
で
あ
る
（
う
ち
六
首
が
憶
良
の
歌
）
。
古
今
集
の
辞
世
に
は
代
作
は
含
ま
れ
な
い
。
従
っ
て
古
今
集
の
辞
世
の
歌
群
に
該
当
す
る
万
葉
集
「
挽
歌
」
は
二
首
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
の
二
首
で
あ
る
。
　
　
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
、
石
見
国
に
在
り
て
死
に
臨
む
時
に
、
自
ら
　
　
傷
み
て
作
る
歌
一
首
鴨
山
の
岩
根
し
ま
け
る
我
を
か
も
知
ら
に
と
妹
が
待
ち
つ
つ
あ
る
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
巻
二
・
二
二
三
］
　
　
大
津
皇
子
、
死
を
被
り
し
時
に
、
磐
余
の
池
の
堤
に
し
て
涙
を
　
　
流
し
て
作
ら
す
歌
一
首
も
も
つ
た
ふ
磐
余
の
池
に
鳴
く
鴨
を
今
日
の
み
見
て
や
雲
隠
り
な
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
巻
三
・
四
一
六
］
『
和
歌
大
辞
典
』
（
明
治
書
院
）
の
辞
世
の
項
を
見
る
と
、
や
は
り
右
二
首
の
み
を
あ
げ
て
い
る
。
二
首
と
い
う
数
は
万
葉
集
挽
歌
全
体
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
。
こ
の
二
首
の
他
に
辞
世
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
一45一
の
あ
る
歌
に
次
の
二
首
が
あ
る
。
　
　
有
間
皇
子
、
自
ら
傷
み
て
松
が
枝
を
結
ぷ
歌
二
首
磐
代
の
浜
松
が
枝
を
引
き
結
び
ま
幸
く
あ
ら
ば
ま
た
か
へ
り
み
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
巻
二
・
一
四
＝
家
に
あ
れ
ば
笥
に
盛
る
飯
を
草
枕
旅
に
し
あ
れ
ば
椎
の
葉
に
盛
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
巻
二
・
一
四
二
］
ま
た
、
巻
十
三
「
相
聞
」
の
三
二
六
三
の
歌
に
は
次
の
よ
う
な
左
注
が
あ
る
。　
　
古
事
記
に
検
す
に
、
曰
く
、
件
り
の
歌
は
木
梨
軽
太
子
の
自
ら
死
に
　
　
し
時
に
作
る
所
な
り
と
い
ふ
こ
の
他
に
辞
世
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
歌
を
探
し
て
み
る
と
次
の
一
首
が
あ
る
。
　
　
山
上
臣
憶
良
、
沈
痢
の
時
の
歌
｝
首
士
や
も
空
し
く
あ
る
べ
き
万
代
に
語
り
継
ぐ
べ
き
名
は
立
て
ず
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
巻
六
・
九
七
入
］
以
上
す
べ
て
を
数
え
て
も
六
首
、
挽
歌
全
体
の
僅
か
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
万
葉
集
に
お
い
て
は
、
辞
世
の
歌
は
一
般
化
し
た
歌
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
右
に
列
挙
し
た
六
首
の
作
者
（
五
人
）
は
、
三
人
が
皇
子
、
残
る
二
人
が
人
麿
・
憶
良
で
あ
る
。
古
今
集
に
お
け
る
辞
世
の
作
者
を
見
る
と
一
般
の
官
人
が
最
も
多
く
、
読
人
知
ら
ず
歌
を
も
含
む
。
万
葉
集
の
辞
世
の
歌
は
作
者
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
特
殊
性
は
否
め
な
い
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
古
今
集
哀
傷
歌
の
二
歌
群
を
万
葉
集
挽
歌
と
対
照
し
て
み
る
と
、
「
他
人
の
死
」
に
関
す
る
歌
群
は
万
葉
以
来
の
歌
群
、
「
自
己
の
死
」
に
関
す
る
歌
群
は
古
今
集
特
有
の
歌
群
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
二
歌
群
は
、
万
葉
以
来
の
歌
群
が
前
に
、
古
今
集
特
有
の
歌
群
が
後
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
互
い
に
対
峙
し
て
い
る
。
「
恋
歌
」
の
揚
合
と
同
様
で
あ
る
。
　
　
　
　
［
四
］
　
「
雑
歌
上
」
の
古
風
歌
群
　
「
雑
歌
」
は
上
下
二
巻
か
ら
な
る
。
こ
の
章
で
は
上
巻
を
取
り
上
げ
る
。
上
巻
七
〇
首
の
歌
群
構
成
に
つ
い
て
従
来
の
説
を
み
て
み
る
。
　
　
　
（
松
田
氏
）
＝
］
雑
…
：
二
四
首
［
二
］
月
…
…
…
九
首
［
三
］
老
…
…
二
四
首
［
四
］
水
…
…
二
三
首
（
久
曾
神
氏
）
順
境
…
…
一
四
首
月
…
…
…
…
九
首
老
…
…
…
二
四
首
水
…
…
…
二
〇
首
屏
風
歌
…
…
三
首
上
巻
は
四
つ
の
歌
群
が
構
造
の
基
本
を
な
し
て
い
る
。
順
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
第
一
歌
群
は
「
雑
」
あ
る
い
は
「
順
境
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
呼
称
は
具
体
性
が
薄
い
。
歌
群
の
第
一
首
目
か
ら
四
首
程
あ
げ
て
み
る
。
い
ず
れ
も
「
題
し
ら
ず
」
の
歌
で
あ
る
。
一46一
躍
　
わ
が
上
に
露
ぞ
置
く
な
る
天
の
川
門
渡
る
舟
の
揖
の
し
つ
く
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
読
人
知
ら
ず
］
脳
　
思
ふ
ど
ち
ま
と
ゐ
せ
る
夜
は
唐
錦
た
た
ま
く
惜
し
き
も
の
に
ぞ
あ
　
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
読
人
知
ら
ず
］
晒
　
う
れ
し
き
を
何
に
包
ま
む
唐
衣
挟
ゆ
た
か
に
た
て
と
言
は
ま
し
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
読
人
知
ら
ず
］
鰯
　
限
り
な
き
君
が
た
め
に
と
折
る
花
は
時
し
も
わ
か
ぬ
物
に
ぞ
あ
り
　
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
読
人
知
ら
ず
］
一
首
目
は
七
夕
の
日
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
が
「
秋
」
の
歌
と
し
て
で
は
な
く
「
雑
歌
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
主
題
が
七
夕
で
は
な
い
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
歌
が
「
ま
と
ゐ
せ
る
夜
は
」
と
あ
っ
て
宴
の
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
一
首
目
は
「
七
夕
の
宴
」
の
歌
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
首
目
は
宴
の
席
に
お
い
て
集
い
の
喜
び
を
う
た
っ
た
歌
、
次
の
歌
も
喜
び
の
気
持
を
表
白
し
た
歌
で
、
宴
で
の
作
か
、
あ
る
い
は
儀
礼
と
し
て
詠
ま
れ
た
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
四
首
目
は
花
を
送
っ
て
祝
い
の
気
持
ち
を
述
べ
た
歌
で
、
儀
礼
と
し
て
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
右
四
首
に
つ
づ
く
歌
を
み
て
ゆ
く
と
、
儀
礼
と
し
て
詠
ま
れ
た
歌
と
宴
で
の
歌
が
歌
群
の
終
わ
り
ま
で
つ
づ
く
。
宴
と
儀
礼
、
両
者
が
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
雑
歌
上
の
第
一
歌
群
は
、
宴
の
歌
・
儀
礼
の
歌
を
集
め
て
い
る
。
第
二
歌
群
は
「
月
」
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
月
を
詠
ん
だ
歌
は
「
四
季
の
歌
」
「
恋
歌
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
と
の
違
い
を
み
て
み
た
い
。
辮
　
お
そ
く
い
つ
る
月
に
も
あ
る
か
な
あ
し
ひ
き
の
山
の
あ
な
た
に
惜
　
し
む
べ
ら
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
読
人
知
ら
ず
］
躍
　
わ
が
心
慰
め
か
ね
つ
更
級
や
嬢
捨
山
に
照
る
月
を
見
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
読
人
知
ら
ず
］
前
者
は
月
の
出
を
待
ち
焦
が
れ
る
歌
、
後
者
は
照
る
月
を
見
て
の
感
慨
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
群
は
月
の
趣
そ
の
も
の
を
詠
ん
だ
歌
で
、
同
時
に
季
節
を
限
定
し
え
な
い
歌
を
集
め
て
い
る
。
次
の
第
三
歌
群
は
．
「
老
」
に
関
す
る
歌
を
集
め
て
い
る
。
脚
　
今
こ
そ
あ
れ
我
も
昔
は
男
山
さ
か
ゆ
く
時
も
あ
り
こ
し
も
の
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
読
人
知
ら
ず
］
謝
　
鏡
山
い
ざ
た
ち
よ
り
て
見
て
ゆ
か
む
年
経
ぬ
る
身
は
老
い
や
し
ぬ
　
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
読
人
知
ら
ず
］
前
者
は
老
い
た
後
の
「
懐
旧
」
の
歌
、
後
者
は
老
を
冷
静
に
受
け
止
め
よ
う
と
す
る
歌
で
あ
る
。
第
三
歌
群
は
こ
う
し
た
歌
々
か
ら
な
る
。
上
巻
最
後
の
歌
群
は
「
水
辺
」
に
関
連
す
る
歌
を
集
め
て
い
る
。
　
　
　
難
波
に
ま
か
れ
り
け
る
と
き
よ
め
る
鵬
　
難
波
潟
生
ふ
る
玉
藻
を
か
り
そ
め
の
海
人
と
そ
我
は
な
り
ぬ
べ
ら
　
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
貫
之
］
　
　
　
法
皇
西
川
に
お
は
し
ま
し
た
り
け
る
日
、
「
鶴
、
洲
に
立
て
り
」
一47一
　
　
　
と
い
ふ
こ
と
を
題
に
て
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
㎜
　
葦
鶴
の
立
て
る
川
辺
を
吹
く
風
に
寄
せ
て
か
へ
ら
ぬ
波
か
と
そ
見
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
貫
之
］
詞
書
を
見
る
と
、
前
者
は
難
波
ま
で
旅
を
し
た
時
の
歌
、
後
者
は
法
皇
の
、
西
川
へ
の
御
幸
の
時
の
歌
で
あ
る
。
旅
あ
る
い
は
行
幸
・
御
幸
に
お
い
て
は
海
・
川
・
滝
な
ど
「
水
辺
の
風
物
」
が
詠
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
第
四
歌
群
は
旅
先
、
あ
る
い
は
出
か
け
た
先
で
の
歌
で
、
し
か
も
「
水
辺
」
に
関
連
し
た
歌
を
集
め
て
い
る
。
こ
の
歌
群
に
は
旅
そ
の
も
の
を
主
題
と
し
た
歌
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
旅
を
主
題
と
し
た
歌
は
巻
第
九
「
覇
旅
歌
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
巻
末
に
「
屏
風
歌
」
が
三
首
配
列
さ
れ
て
い
る
。
三
首
の
う
ち
水
辺
に
関
連
す
る
歌
は
一
首
だ
け
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
自
然
の
風
物
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
こ
の
三
首
は
自
然
の
風
物
と
旅
と
の
関
連
か
ら
こ
こ
に
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
以
上
四
歌
群
を
万
葉
集
の
歌
々
と
比
較
し
て
み
た
い
。
　
古
今
集
雑
歌
に
対
応
す
る
万
葉
集
の
部
立
は
同
じ
名
称
を
も
つ
「
雑
歌
」
で
あ
る
。
万
葉
集
の
各
巻
の
中
で
雑
歌
を
収
め
て
い
る
巻
は
計
十
一
巻
あ
る
。
こ
の
う
ち
巻
八
と
巻
十
の
二
巻
は
「
春
雑
歌
」
「
夏
雑
歌
」
と
い
う
よ
う
に
四
季
の
違
い
を
分
類
の
基
準
と
し
て
お
り
、
集
め
ら
れ
て
い
る
歌
は
古
今
集
「
四
季
の
歌
」
に
共
通
す
る
要
素
が
強
い
。
従
っ
て
こ
の
二
巻
は
除
く
こ
と
に
す
る
。
万
葉
集
雑
歌
に
は
ど
の
よ
う
な
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
眞
淵
は
、
と
述
べ
て
い
る
。
雑
歌
の
中
で
殊
に
多
い
の
は
「
行
幸
」
「
旅
」
「
宴
」
の
三
種
類
と
み
る
の
が
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
。
ま
た
、
万
葉
集
雑
歌
に
は
儀
礼
と
し
て
詠
ま
れ
た
歌
が
多
い
こ
と
も
そ
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
応
詔
歌
、
献
上
歌
等
の
歌
々
で
あ
る
。
儀
礼
と
し
て
詠
ま
れ
た
歌
の
中
に
は
行
幸
や
宴
の
歌
と
重
な
る
も
の
も
多
い
。
以
上
、
万
葉
集
雑
歌
の
特
徴
を
古
今
集
雑
歌
（
四
歌
群
）
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
　
［
古
今
集
雑
歌
］
　
　
　
　
　
　
［
万
葉
集
雑
歌
］
　
　
第
一
歌
群
　
宴
・
儀
礼
　
　
　
宴
・
儀
礼
　
　
第
二
歌
群
　
月
　
　
第
三
歌
群
　
老
　
　
第
四
歌
群
　
行
幸
・
旅
　
　
　
行
幸
・
旅
　
　
　
［
注
〕
古
今
集
雑
歌
の
第
四
歌
群
（
行
幸
・
旅
）
は
「
水
辺
の
風
　
　
　
　
物
」
を
詠
ん
だ
歌
々
で
、
同
時
に
主
題
は
旅
で
は
な
い
。
万
葉
　
　
　
　
集
雑
歌
の
「
行
幸
・
旅
」
の
歌
を
み
る
と
五
割
ま
で
が
こ
れ
と
　
　
　
　
同
様
の
歌
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
、
古
今
集
雑
歌
は
四
歌
群
の
う
ち
二
歌
群
が
万
葉
集
雑
歌
の
特
徴
を
反
映
し
て
い
る
。
残
る
二
歌
群
に
つ
い
て
「
月
」
の
歌
群
か
ら
順
に
検
討
し
て
み
た
い
。
万
葉
集
の
歌
で
月
が
詠
ま
れ
て
い
る
歌
は
大
変
多
い
。
雑
歌
に
絞
っ
て
み
る
と
五
三
首
あ
る
。
こ
の
う
ち
古
今
集
雑
歌
と
同
様
月
の
趣
そ
の
も
の
を
詠
ん
だ
歌
は
四
一
首
、
入
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。
一48一
行
幸
、
王
臣
の
遊
宴
、
旅
、
こ
の
ほ
か
く
さ
み
＼
の
寄
（
萬
葉
考
）
猟
高
の
高
円
山
を
高
み
か
も
出
で
来
る
月
の
遅
く
照
る
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
巻
六
・
九
八
一
］
ぬ
ば
た
ま
の
夜
霧
の
立
ち
て
お
ほ
ほ
し
く
照
れ
る
月
夜
の
見
れ
ば
悲
し
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
巻
六
・
九
入
二
］
前
者
は
「
月
の
出
」
を
詠
ん
だ
歌
、
後
者
は
月
を
見
て
の
感
慨
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
右
二
首
は
題
詞
に
「
大
伴
坂
上
郎
女
の
月
の
歌
三
首
」
と
あ
る
中
の
二
首
で
あ
る
。
こ
の
前
後
に
収
め
ら
れ
て
い
る
月
の
歌
を
み
る
と
、
す
べ
て
「
…
月
の
歌
」
と
い
う
題
詞
を
も
ち
、
月
を
主
題
に
し
た
歌
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
作
者
未
詳
歌
群
の
歌
を
含
め
て
、
主
題
が
月
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
歌
は
四
一
首
中
三
三
首
、
八
割
を
占
め
る
。
月
を
主
題
と
し
て
歌
を
読
む
こ
と
が
万
葉
時
代
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
残
る
歌
群
は
「
老
」
を
詠
ん
だ
歌
々
で
あ
る
。
老
を
詠
ん
だ
歌
は
万
葉
集
全
体
を
見
渡
し
て
み
て
も
合
計
十
数
首
が
散
見
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
「
老
」
を
う
た
う
こ
と
は
万
葉
時
代
に
は
ま
だ
定
着
し
て
い
な
い
。
　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
雑
歌
上
の
四
歌
群
は
三
歌
群
ま
で
が
万
葉
以
来
の
歌
群
で
あ
る
。
引
き
続
き
下
巻
を
検
討
し
、
雑
歌
全
体
に
お
け
る
歌
群
構
成
を
把
握
し
て
み
た
い
。
［
五
］
　
「
雑
歌
上
・
下
」
に
お
け
る
古
風
歌
群
と
新
風
歌
群
観
を
抱
く
に
至
る
種
々
の
要
因
（
解
任
・
失
意
な
ど
）
、
及
び
そ
の
処
置
（
遁
世
・
流
浪
な
ど
）
を
う
た
っ
た
歌
を
指
摘
し
て
お
り
、
久
曾
神
氏
の
見
解
（
失
意
・
逆
境
）
と
重
な
る
。
下
巻
に
は
無
常
観
そ
の
も
の
を
主
題
と
し
た
歌
は
僅
か
し
か
な
い
。
こ
の
巻
は
「
失
意
・
逆
境
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
従
来
の
見
解
に
は
下
巻
の
基
本
構
造
に
関
し
て
重
大
な
点
が
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
下
巻
の
基
本
構
造
を
明
確
に
把
握
し
て
み
た
い
。
　
下
巻
は
、
巻
頭
か
ら
「
失
意
・
逆
境
」
を
憂
え
嘆
く
歌
が
つ
づ
き
、
巻
末
は
「
我
が
身
の
幸
運
を
願
う
」
と
い
う
趣
旨
の
歌
々
で
閉
じ
て
い
る
。
例
示
し
て
み
る
。
　
　
　
寛
平
御
時
、
歌
奉
り
け
る
つ
い
で
に
奉
り
け
る
螂
　
葦
鶴
の
ひ
と
り
お
く
れ
て
鳴
く
声
は
雲
の
上
ま
で
聞
え
継
が
な
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
千
里
］
蜘
　
人
知
れ
ず
思
ふ
心
は
春
霞
た
ち
い
で
て
君
が
目
に
も
見
え
な
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
勝
臣
］
　
　
　
歌
召
し
け
る
時
に
、
奉
る
と
て
、
よ
み
て
奥
に
書
き
つ
け
て
奉
　
　
　
り
け
る
㎜
　
山
川
の
音
に
の
み
聞
く
も
も
し
き
を
み
を
は
や
な
が
ら
見
る
よ
し
も
が
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
伊
勢
］
一49一
　
下
巻
六
入
首
は
、
巻
全
体
が
一
つ
の
テ
ー
マ
で
貫
か
れ
て
い
る
。
久
曾
神
氏
は
「
失
意
・
逆
境
」
と
し
て
と
ら
え
、
松
田
氏
は
「
無
常
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
松
田
氏
は
「
無
常
」
と
し
て
い
る
が
具
体
的
に
は
無
常
一
首
目
・
二
首
目
に
つ
い
て
は
官
位
の
昇
進
を
願
う
歌
と
み
る
の
が
一
般
的
な
解
釈
で
あ
る
。
三
首
目
も
我
が
身
の
幸
運
を
願
う
歌
で
あ
る
。
失
意
・
逆
境
を
憂
え
嘆
く
歌
が
つ
づ
く
下
巻
は
、
「
幸
運
を
願
う
歌
」
右
三
首
で
巻
を
閉
じ
る
と
い
う
周
到
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
幸
運
を
願
う
歌
は
も
う
一
箇
所
、
中
央
に
も
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
を
あ
げ
て
み
る
。
　
　
　
親
王
の
宮
の
帯
刀
に
侍
り
け
る
を
、
宮
仕
へ
つ
か
う
ま
つ
ら
ず
　
　
　
と
て
、
解
け
て
侍
り
け
る
時
に
よ
め
る
鰯
　
筑
波
嶺
の
木
の
も
と
ご
と
に
立
ち
ぞ
寄
る
春
の
み
山
の
蔭
を
恋
ひ
　
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
潔
興
］
　
　
　
時
な
り
け
る
人
の
、
に
は
か
に
時
な
く
な
り
て
歎
く
を
見
て
、
　
　
　
み
つ
か
ら
の
歎
き
も
な
く
喜
び
も
な
き
こ
と
を
思
ひ
て
よ
め
る
鯉
　
光
な
き
谷
に
は
春
も
よ
そ
な
れ
ば
咲
き
て
と
く
散
る
物
思
ひ
も
な
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
深
養
父
］
　
　
　
桂
に
侍
り
け
る
時
に
、
七
条
の
中
宮
の
と
は
せ
給
へ
り
け
る
御
　
　
　
返
事
に
奉
り
け
る
蟷
　
久
方
の
な
か
に
生
ひ
た
る
里
な
れ
ば
光
を
の
み
ぞ
頼
む
べ
ら
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
伊
勢
］
一
首
目
と
三
首
目
が
幸
運
を
願
う
歌
で
あ
る
。
一
首
目
は
解
任
さ
れ
て
い
る
時
の
歌
で
、
親
王
の
庇
護
を
頼
み
に
し
て
い
る
と
う
た
う
歌
、
こ
れ
に
つ
づ
く
歌
は
「
咲
き
て
と
く
散
る
物
思
ひ
も
な
し
」
と
、
一
首
目
の
幸
運
を
願
う
歌
に
答
え
る
趣
で
連
続
し
て
い
る
。
三
首
目
は
中
宮
の
庇
護
を
頼
み
に
し
て
い
る
と
う
た
う
歌
で
、
一
首
目
と
共
通
し
た
内
容
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
三
首
を
表
現
の
面
か
ら
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
類
似
し
た
表
現
（
比
喩
）
が
見
ら
れ
る
。
　
　
一
首
目
…
…
「
春
の
み
山
の
蔭
」
↓
東
宮
の
庇
護
　
　
二
首
目
…
…
「
光
」
↓
天
皇
の
恵
み
　
　
三
首
目
…
…
「
光
」
↓
七
条
の
中
宮
の
恵
み
そ
し
て
、
い
ず
れ
の
歌
も
右
の
比
喩
が
歌
の
眼
目
に
な
っ
て
い
る
。
三
首
は
、
歌
意
及
び
表
現
か
ら
み
て
一
組
の
歌
と
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
す
る
と
下
巻
に
は
幸
運
を
願
う
歌
が
巻
末
に
三
首
、
そ
し
て
中
央
に
三
首
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
巻
末
の
幸
運
を
願
う
歌
三
首
が
下
巻
の
締
め
括
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
中
央
に
配
置
さ
れ
た
三
首
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
従
来
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
が
、
中
央
三
首
ま
で
の
「
前
半
部
分
」
の
歌
々
は
、
こ
れ
に
つ
づ
く
「
後
半
部
分
」
の
歌
々
と
明
ら
か
に
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
。
以
下
詳
述
す
る
。
巻
頭
か
ら
中
央
の
三
首
に
至
る
歌
三
三
首
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
三
三
首
を
み
る
と
、
「
世
・
憂
し
」
の
二
語
を
用
い
て
「
世
の
中
を
憂
し
」
と
う
た
う
歌
が
一
入
首
、
五
割
を
超
え
る
。
次
の
よ
う
な
歌
々
で
あ
る
。
鰯
　
雁
の
く
る
峰
の
朝
霧
は
れ
ず
の
み
思
ひ
尽
き
せ
ぬ
世
の
中
の
憂
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
読
人
知
ら
ず
］
鰯
　
し
か
り
と
て
そ
む
か
れ
な
く
に
事
し
あ
れ
ば
ま
つ
歎
か
れ
ぬ
あ
な
　
憂
世
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
篁
］
残
る
一
五
首
も
「
わ
ぶ
」
「
厭
う
」
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
て
世
の
中
を
嘆
く
歌
ば
か
り
で
あ
る
。
三
三
首
の
う
ち
「
世
の
中
」
ま
た
は
「
世
」
と
い
う
語
句
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
歌
は
二
七
首
、
入
割
を
占
め
る
。
こ
れ
一50一
に
対
し
て
後
半
（
三
二
首
）
で
は
、
「
世
の
中
」
・
「
世
」
と
い
う
語
句
を
用
い
て
い
る
歌
は
僅
か
四
首
に
過
ぎ
ず
、
同
時
に
世
の
中
に
対
す
る
嘆
き
を
う
た
っ
た
歌
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。
極
め
て
明
確
な
区
別
で
あ
る
。
後
半
は
次
の
歌
々
に
始
ま
る
。
　
　
　
紀
利
貞
が
阿
波
介
に
ま
か
り
け
る
時
に
、
う
ま
の
は
な
む
け
せ
　
　
　
む
と
て
、
「
今
日
」
と
言
ひ
送
れ
り
け
る
時
に
、
こ
こ
か
し
こ
　
　
　
に
ま
か
り
歩
き
て
夜
ふ
く
る
ま
で
見
え
ざ
り
け
れ
ば
、
遣
は
し
　
　
　
け
る
㎜
　
今
ぞ
知
る
く
る
し
き
も
の
と
人
待
た
む
里
を
ば
離
れ
ず
と
ふ
べ
か
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
業
平
］
　
　
　
惟
喬
親
王
の
も
と
に
ま
か
り
通
ひ
け
る
を
、
頭
お
ろ
し
て
小
野
　
　
　
と
い
ふ
所
に
侍
り
け
る
に
、
正
月
に
と
ぶ
ら
は
む
と
て
ま
か
り
　
　
　
た
り
け
る
に
、
比
叡
の
山
の
麓
な
り
け
れ
ば
、
雪
い
と
深
か
り
　
　
　
け
り
。
し
ひ
て
か
の
室
に
ま
か
り
い
た
り
て
拝
み
け
る
に
、
つ
　
　
　
れ
づ
れ
と
し
て
、
い
と
も
の
が
な
し
く
て
、
帰
り
ま
う
で
き
て
、
　
　
　
よ
み
て
お
く
り
け
る
脚
　
忘
れ
て
は
夢
か
と
そ
思
ふ
お
も
ひ
き
や
雪
踏
み
わ
け
て
君
を
見
む
　
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
業
平
］
一
首
目
は
交
友
関
係
の
中
に
生
じ
た
一
時
的
な
失
意
を
う
た
っ
た
歌
、
二
首
目
は
出
家
と
い
う
事
態
に
よ
り
生
じ
た
悲
哀
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
憂
い
・
嘆
き
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
「
世
の
中
」
で
は
な
く
「
人
間
関
係
」
に
あ
る
。
前
半
の
歌
と
は
一
変
し
て
い
る
。
右
二
首
は
業
平
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、
さ
ら
に
業
平
に
関
す
る
歌
が
二
首
つ
づ
く
。
や
は
り
人
間
関
係
を
テ
ー
マ
に
し
た
歌
で
、
そ
の
破
綻
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
づ
く
歌
を
あ
げ
て
み
る
。
蝟
　
我
を
君
難
波
の
う
ら
に
あ
り
し
か
ば
う
き
め
を
み
つ
の
あ
ま
と
な
　
り
に
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
読
人
知
ら
ず
］
　
　
　
　
　
こ
の
歌
は
、
あ
る
人
「
昔
、
男
あ
り
け
る
女
の
、
男
と
は
　
　
　
　
　
ず
な
り
に
け
れ
ば
、
難
波
な
る
三
津
の
寺
に
ま
か
り
て
尼
　
　
　
　
　
に
な
り
て
、
よ
み
て
男
に
遣
は
せ
り
け
る
」
と
な
む
言
へ
　
　
　
　
　
る
　
　
　
返
し
胴
　
難
波
潟
う
ら
む
べ
き
間
も
お
も
ほ
え
ず
い
つ
こ
を
み
つ
の
尼
と
か
　
は
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
読
人
知
ら
ず
］
男
女
間
に
お
け
る
人
間
関
係
の
破
綻
を
詠
ん
だ
贈
答
歌
で
あ
る
。
こ
の
二
首
が
「
雑
歌
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
主
題
が
恋
で
は
な
く
人
間
関
係
の
破
綻
に
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
撰
者
は
「
憂
い
・
嘆
き
」
の
要
因
と
し
て
、
後
半
で
は
「
人
間
関
係
」
そ
の
も
の
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
下
巻
は
全
体
と
し
て
は
人
間
の
憂
い
・
嘆
き
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
下
巻
は
さ
ら
に
「
憂
い
・
嘆
き
」
の
要
因
が
「
世
の
中
」
に
あ
る
か
、
「
人
間
関
係
」
に
あ
る
か
と
い
う
峻
別
を
基
本
構
造
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
半
の
最
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
前
述
の
「
幸
運
を
願
う
歌
」
は
、
前
半
の
歌
群
の
終
結
を
意
図
し
て
置
か
れ
た
歌
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
こ
の
二
歌
群
を
万
葉
集
雑
歌
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
下
巻
前
半
の
歌
群
、
　
「
世
の
中
」
を
憂
え
嘆
く
歌
々
は
万
葉
集
雑
歌
に
お
い
て
は
憶
良
や
旅
人
の
歌
に
五
首
程
見
出
だ
す
に
過
ぎ
な
い
。
憶
良
や
旅
人
の
詠
じ
た
「
世
の
中
」
を
憂
え
嘆
く
歌
が
万
葉
集
の
中
で
い
か
に
特
異
な
歌
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
後
半
の
歌
群
、
「
人
間
関
係
」
の
破
綻
を
憂
え
嘆
く
歌
々
も
万
葉
集
雑
歌
で
は
稀
な
歌
で
あ
る
。
巻
十
六
（
有
由
縁
［
井
］
雑
歌
）
そ
の
他
に
合
わ
せ
て
六
首
程
見
出
だ
す
に
と
ど
ま
る
。
下
巻
は
前
半
・
後
半
い
ず
れ
も
古
今
集
時
代
に
な
っ
て
一
般
化
し
た
歌
群
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
下
巻
の
後
半
に
は
下
巻
の
主
題
の
範
疇
に
入
ら
な
い
歌
が
混
在
す
る
。
私
の
み
た
と
こ
ろ
で
は
五
首
程
あ
る
。
こ
れ
は
、
下
巻
の
後
半
部
分
が
「
短
歌
」
収
録
の
最
終
部
分
（
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
〇
番
ま
で
）
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
包
含
せ
ざ
る
を
え
な
い
歌
を
「
雑
歌
」
と
し
て
収
録
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
後
半
の
歌
群
構
成
を
考
え
る
場
合
、
捨
象
し
て
し
か
る
べ
き
歌
と
思
わ
れ
る
。
　
さ
て
、
雑
歌
全
体
の
検
討
に
入
る
こ
と
に
す
る
。
前
章
で
み
た
よ
う
に
、
上
巻
は
四
歌
群
の
う
ち
「
老
」
の
歌
群
を
除
く
三
歌
群
が
万
葉
以
来
の
伝
統
的
歌
群
（
古
風
歌
群
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
下
巻
は
古
今
集
特
有
の
歌
群
（
新
風
歌
群
）
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
構
成
は
「
古
風
・
新
風
」
両
歌
群
の
対
応
を
思
わ
せ
る
。
そ
の
場
合
、
例
外
と
な
る
の
が
上
巻
の
「
老
」
の
歌
群
で
あ
る
。
老
の
歌
群
は
そ
の
大
半
が
老
い
た
後
の
「
懐
旧
」
あ
る
い
は
老
を
冷
静
に
受
け
止
め
た
歌
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
次
の
よ
う
な
歌
も
含
む
。
鵬
　
老
い
ぬ
と
て
な
ど
か
わ
が
身
を
せ
め
き
け
む
老
い
ず
は
今
日
に
あ
　
は
ま
し
も
の
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
敏
行
］
老
を
嘆
く
こ
と
か
ら
翻
っ
て
喜
び
の
心
境
を
う
た
っ
た
歌
で
あ
る
。
老
の
歌
群
二
四
首
の
う
ち
、
老
の
嘆
き
を
主
題
と
し
た
歌
は
僅
か
六
首
（
四
分
の
一
）
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
老
の
歌
群
は
下
巻
の
歌
群
（
憂
い
・
嘆
き
）
に
合
致
し
な
い
。
老
の
歌
群
が
上
巻
に
収
め
ら
れ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
巻
は
老
の
歌
群
を
例
外
的
に
取
り
込
ん
で
い
る
が
古
風
歌
群
三
歌
群
の
う
ち
、
万
葉
集
雑
歌
の
特
徴
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
二
歌
群
（
宴
・
儀
礼
／
行
幸
・
旅
）
が
巻
の
最
初
と
最
後
に
配
置
さ
れ
、
形
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
「
雑
歌
上
・
下
」
は
、
上
巻
が
万
葉
以
来
の
伝
統
的
歌
群
、
下
巻
が
古
今
集
特
有
の
歌
群
と
い
う
形
で
二
巻
が
対
峙
し
て
い
る
。
古
風
歌
群
と
新
風
歌
群
と
が
前
後
二
分
す
る
こ
の
構
造
は
恋
歌
そ
し
て
哀
傷
歌
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
［
六
］
　
新
風
歌
群
の
意
義
　
古
今
集
の
後
半
三
部
立
（
恋
歌
・
哀
傷
歌
・
雑
歌
）
は
い
ず
れ
も
古
風
歌
群
を
前
に
、
新
風
歌
群
を
後
に
配
置
し
、
両
者
を
対
峙
さ
せ
て
い
る
。
部
立
全
体
が
「
古
風
」
と
「
新
風
」
と
に
二
分
さ
れ
て
い
る
例
は
前
半
十
巻
に
は
一
つ
も
な
い
。
こ
の
構
成
は
万
葉
集
の
三
大
部
立
に
対
応
す
る
後
半
三
部
立
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
後
半
三
部
立
に
お
け
る
「
古
風
歌
群
」
は
万
葉
の
三
大
部
立
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
を
受
一52一
け
継
い
で
き
た
歌
群
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
と
対
峙
す
る
「
新
風
歌
群
」
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
。
　
新
風
歌
群
は
合
計
一
六
六
首
、
後
半
三
部
立
の
総
数
五
三
二
首
の
ほ
ぼ
三
首
に
一
首
の
割
合
で
あ
る
。
三
部
立
そ
れ
ぞ
れ
の
新
風
歌
群
を
列
挙
し
て
み
る
。
　
　
恋
歌
〔
C
歌
群
］
…
…
恋
の
破
局
に
お
け
る
我
が
身
の
憂
い
・
嘆
き
　
　
　
　
　
（
九
七
首
）
　
　
哀
傷
歌
［
辞
世
］
…
…
自
己
の
死
に
際
し
て
の
我
が
身
の
憂
い
・
嘆
　
　
　
　
　
剖
（
六
首
）
　
　
雑
歌
下
…
…
世
の
中
・
人
間
関
係
に
対
す
る
我
が
身
の
憂
い
・
嘆
き
　
　
　
　
　
（
六
三
首
）
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
三
部
立
す
べ
て
が
「
我
が
身
の
憂
い
・
嘆
き
」
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
次
の
よ
う
に
系
統
立
て
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ら
に
、
そ
の
対
象
が
「
恋
の
相
手
」
で
あ
る
か
否
か
に
よ
り
恋
歌
と
雑
歌
と
に
分
か
れ
る
。
こ
う
し
て
一
覧
し
て
み
る
と
、
人
間
の
憂
い
と
な
る
要
因
の
分
析
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
々
に
平
安
文
学
の
土
壌
と
し
て
の
意
義
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
注1234
『
古
今
集
の
構
造
に
関
す
る
研
究
』
（
風
間
書
房
　
昭
4
0
・
9
）
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
・
研
究
編
』
（
風
間
書
房
　
昭
3
6
・
1
0
）
拙
稿
「
古
今
集
恋
の
部
の
分
類
意
識
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
6
3
・
7
）
拙
稿
「
古
今
集
の
読
人
知
ら
ず
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
平
9
・
4
）
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我
が
身
の
憂
い
と
な
る
要
因
は
内
的
要
因
と
外
的
要
因
と
に
分
か
れ
る
。
外
的
要
因
は
、
抽
象
的
に
と
ら
え
た
場
合
「
世
の
中
」
で
あ
り
、
具
体
的
に
と
ら
え
れ
ば
「
人
間
関
係
」
で
あ
る
。
「
人
間
関
係
」
に
関
し
て
は
さ
